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■ 第１９回共産党大会
自動車に関するキーワード

１）高品質による自動車強国
２）作り手の持続的なイノベーション
３）ビッグデータ、インターネット、人口知能と

自動車産業の融合
４）カーシェアリングによる調和社会
５）企業家精神による国際競争
６）新エネルギー自動車などの技術革新
８）交通強国に向けたスマート自動車などの持

続的改革
９）競争力強化のための人材育成
１０）農村地域での自動車産業発展
１１）国有自動車改革による自動車強国
１２）合弁企業の規制緩和
１３）自動車産業による一帯一路の後押し
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■ 自動車業界マップ（中国）
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■ ＮＥＶ業界マップ（中国）
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電気自動車の去年（２０１６年）の年
間販売台数は、民間の調査機関により
ますと世界でおよそ４７万台。それに
対し、ハイブリッド車は１８２万台で
した。しかし、２０３０年すぎには電
気自動車の方がハイブリッド車を上回
ると予測しています。
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NHK クローズアップ現代＋ 2017/10/16

１００年に一度の大変革？ 世界で加速“ＥＶシフト”

これは、１００年に一度の大変革、なのか？今、世界で電気自動車・ＥＶへのシフトが加速しています。
中国自動車メーカー 幹部
「自動車がすべて電気自動車に行く。ハイブリッドではありません。特に目を離せないのが、世界最大の自動車市場・中国。
ハイブリッド車を一気に飛び越え、国を挙げてＥＶシフトに突き進んでいます。ねらいは、世界トップクラスの自動車産業を
築くこと。電気自動車に補助金など、さまざまな優遇措置を導入し、普及拡大を後押ししているのです。
一方の日本。ハイブリッド車が主力のトヨタ自動車やホンダは、本格的な電気自動車の時代が来るにはまだ時間がかかると見
ています。
ホンダ 社長 「まだまだ日本のハイブリッド技術は先行している。」
電気自動車は果たして「近い未来」なのか、それとも「遠い未来」なのか。５５０万人の雇用を抱える日本の自動車産業も揺
れています。
部品メーカー 「本格的に動かないと、もう波に乗れない。危機感しかない。」

ガソリン車禁止も！？ 欧州の“ＥＶシフト”

２０２５年までにすべての車を電気自動車に切り替えることを掲げた国があります。北欧・
ノルウェーです。その背景には温暖化への強い危機感があります。街の至る所で目にする
「Ｅナンバー」の車。モーターとバッテリーで走る電気自動車であることを示しています。

ＥＶ所有者
「とても気に入っています。音も静かだし、走りもいいです。」
ノルウェーでは、国が電気自動車の普及に向けてさまざまな優遇策を打ち出してきました。
まず、購入する際の税金を大幅に削減。２５％の消費税と通常１００万円以上かかる購入税
を免除しています。さらに、高速道路は無料。バスの専用レーンを走ることも特別に認めて
います。
優遇策にひかれ、電気自動車に買い替えた女性です。当初はバッテリー切れに不安があった
といいますが、充電スタンドが全国１万か所以上にあるため、心配はないといいます。
マリアンナ・ブルヴォルさん
「電気自動車は子どもたちの未来の環境にもつながる車だと思っています。」
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加速する“ＥＶシフト” 欧州メーカーは

今やノルウェーでは新車販売の２割近くを電気自動車が占めるまでになりました。ＥＶシフトは今、ヨーロッパの各地に広がっ
ています。今年（２０１７年）に入って、イギリスやフランスもガソリン車やディーゼル車の販売禁止を打ち出しました。こう
した加速度的なＥＶシフトに、ヨーロッパのメーカーはどう対応しているのか？

フォルクスワーゲン ウィンターコルン前会長
「今回の不正について、心からおわび申し上げます。」
フォルクスワーゲンでは一昨年（２０１５年）、排ガス規制を逃れるため、主力としてきたディーゼル車で不正を行っていた事
が発覚。消費者の信頼を大きく失ったため、電気自動車を巻き返しのきっかけにしたいと考えています。
フォルクスワーゲングループ ウルリッヒ・アイヒホルン最高技術責任者
「ディーゼル車のスキャンダルは、われわれに悪影響を及ぼしました。ＥＶシフトの計画を早めざるを得なくなったのです。」
フォルクスワーゲンは先月（９月）、２兆６,０００億円を投じ、電気自動車の開発を進めると宣言。

さらに、ＢＭＷは、電気で動く車を年間１０万台量産する体制を確立しました。
ＢＭＷ 広報 ヨハン・ミュラーさん
「新しい市場でリードするため、ハードな仕事を覚悟しています。すべての工場で（ＥＶを）
生産できるよう、さらに投資をしていきます。」

中国 進む“ＥＶシフト” ねらいは“自動車強国”

ヨーロッパと並び、電気自動車へのシフトが加速しているのが、世界最大の自動車市場・中国です。深刻な大気汚染への切
り札として、国主導で電気自動車などの普及を進めているのです。今、都市部では、ガソリン車の購入は政府によって厳し
く制限されているのに対し、電気自動車であれば、優先的に購入できます。

ＥＶ購入者
「３年間、車を買えなかったけど、電気自動車は１か月で買えました。」
中国でＥＶシフトが進む理由は、それだけではありません。ガソリン車では太刀打ちできない欧米や日本に電気自動車でな
ら逆転も可能だと見ているのです。
政府が立てた長期計画です。目標に掲げるのは“自動車強国”。３０年後には日本やドイツをもしのぎ、世界トップの座を
つかもうというのです。

NHK クローズアップ現代＋ 2017/10/16
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目標の策定に関わった 清華大学 趙福全教授
「エンジン車では、中国は日本やドイツなどとはまだ差があります。しかし電気自動車では、ほかの国と並んでいます。自動車
産業を強くしたい。政府と企業の決意はとても固いのです。」
国を挙げたＥＶシフト。そのシンボルともいえる企業があります。中国・深セン市にある電気自動車メーカー、ＢＹＤです。従
業員数は、２２万人。乗用車からタクシーまで豊富な車種をそろえ電気自動車の販売台数は、中国国内でトップです。

中国でＥＶシフトが進む理由は、それだけではありません。ガソリン車では太刀打ちできない欧米や日本に電気自動車でなら逆
転も可能だと見ているのです。
政府が立てた長期計画です。目標に掲げるのは“自動車強国”。３０年後には日本やドイツをもしのぎ、世界トップの座をつか
もうというのです。

ＢＹＤ 李雲飛副総経理
「われわれの製品は、常に他社より一歩先を行き、開発も進んでいます。」
ＢＹＤは１９９５年、携帯電話の電池を作る社員２０人のベンチャー企業として始まりました。公共交通機関の電動化を進める
政策の下、地元・深セン市でバスのほとんどを生産するようになり、実績を積みました。さらに、国の補助金を背景に、高性能
な電池の開発にも成功。１回の充電で走れる距離を世界トップレベルの４００キロにまで伸ばしました。
ＢＹＤでは今、電気自動車の普及を見据えたビジネスも手がけようとしています。１００台の電気自動車が一度に充電できる充
電タワーです。ＢＹＤでは、自治体などから要請があれば、こうしたインフラ整備を展開していきたいとしています。

ＢＹＤ 李雲飛副総経理
「前途洋々たる電気自動車市場への参入に、私たちは間に合いました。
これからも努力を惜しみません。」

NHK クローズアップ現代＋ 2017/10/16
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ＥＶ＝電気自動車への注目がいま急速に高まっています。日産自動車が電気自動車の「リーフ」を７年ぶりにフルモデルチェ
ンジしたほか、ドイツのモーターショーでは各社が競って、最新の電気自動車を展示しました。世界中の自動車メーカーが急
速に「ＥＶシフト」を進める背景には、世界最大の自動車市場、中国で起きている市場構造の変化があります。いったい何が
起きているのか、

出所：NHK News Web 2017/10/28

年間４０万台販売 ＥＶ大国・中国
８月下旬、北京市内の自動車ショールーム。週末ということもあって大勢の来店客でにぎわっていました。実はこのショー
ルーム、展示されている車はすべて中国産の電気自動車です。

中国は去年、およそ２８００万台の自動車が販売された世界最大の自動車市場です。その規模は２位、アメリカ（１７８６
万台）のおよそ１．５倍。日本（４９７万台）の５倍以上に達します。中国の自動車工業協会によりますと、このうち電気自
動車の販売台数は乗用車と商用車合わせて４０万台にのぼります。
このショールームでも、以前は韓国製の車を販売していましたが、高まるＥＶの人気に押され、去年、電気自動車の専門店に
くら替えしました。

ＥＶ導入は中国の国策
どうして中国で電気自動車の販売が急速に伸びているのか。 それは中国政府が、大気汚染の拡大を食い止める、いわば国策
としてＥＶ導入を促しているためです。

このため電気自動車に対するさまざまな優遇策が設けられています。代表的なものが、電気自動車を購入した人に政府から支
払われる補助金です。日本円にして最大で１００万円余りが支給されます。冒頭のショールームで販売されていた新型の電気
自動車の価格は、日本円で３７０万円ほどですが、補助金が支払われるため、購入者の負担は２６０万円ほどですみます
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走行規制もＥＶは対象外
優遇策は補助金だけではありません。
交通渋滞と大気汚染が深刻な北京では、ナンバープレートの下１桁の数で、道路を走れる車と走れない車が決められていま
す。たとえば月曜日の場合、ナンバーが１と６の車、火曜日は２と７の車が主な道路を走ることができないといった感じで
す。このため所有者は週に１度、車を利用できないことになり、その日は地下鉄やバスで通勤しなければなりません。しか
し電気自動車はその規制の対象外。いつでも制限なく道路を走ることができます。

さらにガソリン車に比べて電気自動車を購入しやすくする優遇策も設けられています。北京では、自動車を購入する前にナ
ンバープレートを取得する必要があります。交通渋滞を抑制するため、発行できるナンバーの数が決められていて、１５０
倍とも言われる抽選に当選しなければ車を買うことができません。しかし電気自動車はここでも規制の対象外。いつでもナ
ンバープレートの交付を受けられるのです。ショールームでインタビューした人は「３年挑戦しても当選しなかったが、電
気自動車にしたら１か月でナンバーを取得できた」とうれしそうに話していました。

実際、電気自動車が売れているのは、走行や購入に関する規制が厳しい都市部が中心で、中国のＥＶシフトの背景には、確
実に車を購入したいという消費者の思惑が強く働いているようです。

再来年に車の１０％がＥＶに
中国政府は自動車メーカーに対して、電気自動車の生産や販売を拡大するよう促す一方、ガソリン車などへの規制を着実に
強化しようとしています。
まず新たな規制を導入し、国内の自動車メーカーが生産販売する車の一定割合を電気自動車やプラグインハイブリッド車な
どにすることにしています。この規制は、早ければ来年から導入される見込みで、来年には自動車の８％を、再来年には１
０％を電気自動車などにすることにしています。

さらに、中国で自動車業界などを所管する工業情報化省の辛国斌次官は、９月９日に天津で開かれた会合で、将来的にはガ
ソリン車やディーゼル車の生産販売を禁止する措置を検討していることを明らかにしました。フランスやイギリスが同様の
措置を決めていることを念頭に置いた発言です。これが実現すれば世界最大の自動車市場で、さらに「ＥＶシフト」が進む
ことになり、メーカーの戦略にも大きな影響を与えるとみられます。

出所：NHK News Web 2017/10/28
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ＥＶメーカーが群雄割拠
中国の自動車メーカーは、この環境の変化にいち早く対応しようとしています。その代表格は深センに本拠を置く「ＢＹＤ」
です。
この会社、もとは１９９５年にパソコンなどに使う電池の生産や開発を行うために発足した「電池メーカー」です。その会社
が２００３年に自動車事業に参入。「電池メーカー」として培った技術力をいかし、積極的に電気自動車を市場に投入してき
ました。
現在は乗用車はもちろん、運送用のワゴン車や大型バス、さらに路面清掃車まで多種多様な電気自動車を生産しています。中
国ではＢＹＤのような新興企業だけでなく、国有企業も電気自動車の生産に乗り出していて、そのラインアップは日に日に増
えています。

対応急ぐ世界のメーカー
世界の自動車メーカーも負けてはならじと中国市場に電気自動車を投入しようとしています。

その代表格がドイツの大手「フォルクスワーゲン」です。５月に安徽省の自動車メーカーと、電気自動車の開発や生産に特化
した合弁会社を設立することで合意しました。「ゴルフ」などの車で知られるフォルクスワーゲンは、中国でトップシェアを
誇っています。このためＥＶ戦略でも中国重視の姿勢を鮮明に打ち出した形です。

またアメリカの自動車メーカー「テスラ」も、上海市政府との間で現地工場の建設に向けて協議していることを明らかにして
います。

日本メーカーも、ホンダが来年から中国市場に新型の電気自動車を投入するほか、日産自動車も中国の東風自動車と新会社を
設立し、再来年から中国で生産に乗り出す計画です。日本国内ではハイブリッド車を中心に展開する日本のメーカーも、電気
自動車の需要が拡大する中国市場に向けて対応を余儀なくされています。

人口１３億を超える中国の自動車市場は今後もさらに拡大する見通しです。中国市場にキャッチアップできるかどうかが、世
界の自動車市場の攻略の鍵を握っているといっても過言ではありません。この流れに乗り遅れることなく、商機をつかむこと
ができるのか、日本のメーカーにはもはや一刻の猶予も許されていない。

出所：NHK News Web 2017/10/28
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出所：東京三菱UFJ銀行
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出所：東京三菱UFJ銀行
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出所：東京三菱UFJ銀行
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出所：東京三菱UFJ銀行
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出所：東京三菱UFJ銀行
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出所：東京三菱UFJ銀行
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出所：東京三菱UFJ銀行
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出所：東京三菱UFJ銀行
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出所：東京三菱UFJ銀行
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出所：東京三菱UFJ銀行
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出所：東京三菱UFJ銀行
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出所：東京三菱UFJ銀行
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ＢＹＤ深圳モーターショーで展示ブース

中国政府が、電気自動車（ＥＶ）への移行を従来以上に強く促す規制を打ち出した。自国
メーカーを守り、育てる産業政策の色合いが濃いが、世界最大の自動車市場での出遅れは
命取りになりかねない。

中国、ＥＶ優位と大気汚染緩和狙う 新エネ車の義務化

中国はかねてＥＶの奨励策を進め、生産・輸入の一定割合をＥＶなどにするよう求める
新規制も、２０１８年に始める予定だった。内外のメーカーの反発で１年ずれ込んだが
「少し時間に余裕ができるだけ」（日本の自動車大手幹部）と、各社の危機感は強い。

多額の補助金をつぎ込んだ「官製市場」の色合いが濃いものの、中国は世界のＥＶ販売
の過半を占める。調査会社フロスト＆サリバンによると、中国のＥＶ販売上位１０位のう
ち、９位までが比亜迪（ＢＹＤ）などの中国企業だ。ＢＹＤ日本法人の劉学亮社長は９月、
東京都内での講演で「数多くの企業と中国政府が一丸になっている」と述べた。

ただ、中国で１６年に売れた２８００万台のうち、ＥＶは１％ほどだ。走れる距離の短
さ、高い価格、充電インフラの不備など、普及に向けた課題は多い。

中国は新規制で、この現状を打開しようとしている。１年目の１９年だけは翌年に達成
する分で挽回（ばんかい）できる特例を設けつつも、原案では年間生産「５万台以上」
だった対象メーカーは「３万台以上」に広げた。

中国には、日米欧の自動車大手にエンジンの開発で後れを取ったハンディを、ＥＶで巻
き返そうとする思惑がある。国際情勢の変化に伴うリスクを抱える石油への依存度も下げ
られる。

「中国のＥＶ市場で中国勢が圧倒する状況が新規制でエスカレートする可能性がある」と
みる。

http://www.asahi.com/articles/photo/AS20170928003979.html
http://www.asahi.com/articles/photo/AS20170928003979.html
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2016年前5月国内新能源乘用车车型销量排行榜

序号 车企 车型名称
2016年前
5月销量

序号 车企 车型名称
2016年前
5月销量

1 比亚迪 比亚迪唐 15615 18 东风日产 晨风 1052

2 北汽 北汽E系 8712 19 腾势 腾势 799

3 江淮 江淮IEV 8371 20 众泰 众泰TT ev 789

4 比亚迪 比亚迪e6 7579 21 比亚迪 比亚迪秦EV 681

5 比亚迪 比亚迪秦 6653 22 众泰 芝麻E30 622

6 上汽 荣威550 6382 23 奇瑞 QQ电动 602

7 江铃 江铃E100 4527 24 沃尔沃 沃尔沃S60L 394

8 奇瑞 eQ电动 4384 25 上汽 荣威E50 292

9 康迪熊猫 康迪熊猫 3127 26 华晨宝马 宝马5系 260

10 比亚迪 比亚迪e5 2676 27 北汽 绅宝D70 130

11 吉利 帝豪EV 2461 28 东风 风神E30 121

12 众泰 云100 2301 29 奔驰 奔驰C350 24

13 长安 逸动 2163 30 上汽 荣威E950 12

14 众泰 众泰E200 1602 31 上汽 大通G10 7

15 北汽 绅宝D50 1561 32 比亚迪 比亚迪T3 5

16 广汽 传祺GA5EV 1399 总计 86374

17 吉利知豆 吉利知豆 1071数据来源：乘联会；制表：电动汽车资源网；单位：台。

http://img.evpartner.com/uploads/ueditor/image/201606/276360262117936416119162130.jpg
http://img.evpartner.com/uploads/ueditor/image/201606/276360262141105241292757014.jpg
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2016年前5月新能源乘用车车企销量排行榜

序号 企业
2016前5月新
能源乘用车销量

序号 企业
2016前5月
新能源乘用车销量

1 比亚迪 33209 10 长安 2163

2 北汽 10403 11 广汽 1399

3 江淮 8371 12 吉利知豆 1071

4 上汽 6693 13 东风日产 1052

5 众泰 5314 14 腾势 799

6 奇瑞 4986 15 沃尔沃 394

7 江铃 4527 16 华晨宝马 260

8 康迪熊猫 3127 17 东风 121

9 吉利 2461 18 奔驰 24

数据整理：电动汽车资源网；单位：台。

2016年 销量预测（辆）

全球 850000 

销售冠军 比亚迪唐

中国 400000 

销售冠军 比亚迪唐

美国 175000 

销售冠军 雪佛兰沃蓝达

日本 30000 

销售冠军 日产聆风

欧洲 250000 

销售冠军 三菱欧蓝德PHEV 

挪威 45000 

销售冠军 大众e-Golf 

英国 40000 

销售冠军 三菱欧蓝德PHEV 

法国 37500 

销售冠军 雷诺Zoe 

德国 37500 

销售冠军 大众帕萨特GTE 

http://img.evpartner.com/uploads/ueditor/image/201606/276360262179831456305794259.jpg
http://img.evpartner.com/uploads/ueditor/image/201606/276360262181151631818747174.jpg
http://www.evlook.com/
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価格 走行距離 充電能力

http://www.evlook.com/
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出所：中国汽车材料网

■ IPU：インテリジェントパワーユニット
（バッテリー、ヒューズ、冷却部材の組み合わせたパック
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■ 电池包设计流程

出所：中国汽车材料网
http://www.sohu.com/a/152073293_378896
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■特斯拉产业链梳理
（テスラ部品供給）
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■ 広州モーターショー２０１７

BYD

SUBARU

TOYOTA
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